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鉾田市豊かな心育成宣言
　私たちは，子どもたちの豊かな心の
育成を目指し，学校・家庭・地域社会
が連携して次の点に取り組むことを宣
言します。
１ 「名前で声かけ・明るいあいさつ」
運動を推進します。
　◇ 「あいさつには “あい” がある」

をモットーに地域でのあいさつの
輪を広げます。

　◇ 地域の子どもたちの名前を覚え，
名前で声かけするようにします。

２ 「早寝・早起き・朝ごはん」運動を
積極的に推進します。
　◇ 朝食をとらずに登校する子ゼロを

目指します。
３ 「読書は心の栄養」を合い言葉に読
書活動（朝読・家

うちどく

読・読み聞かせ）
を積極的に推進します。
　※ 家読：（家族みんなで本を読もう！

読んだ本で話そう）
　◇ 家族で，ノーテレビ・デー（タイム），

ノーゲーム・デー（タイム）を設
けます。

４ 「さわやかな汗」をながすことので
きる子どもの育成に努めます。
　◇外での群れ遊びを推奨します。
　◇ すすんでお手伝いをする子を育て

ます。
   　平成２２年２月１日

鉾田市豊かな心育成推進協議会
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「
皆
さ
ん
、
隣
近
所
の
子
ど
も

の
名
前
が
わ
か
り
ま
す
か
？
私
は

名
前
の
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
が
い

ま
す
。」
こ
れ
は
、
2
月
1
日
開

催
さ
れ
た
「
鉾
田
市
豊
か
な
心
育

成
推
進
協
議
会
」（
会
長

：

鬼
澤

教
育
長
）
で
出
た
発
言
で
す
。
近

年
、
少
子
化
、
核
家
族
化
が
進
み
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
と

い
う
意
識
が
低
下
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
学

校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
連
携
の

在
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
、
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
心
の
育
成
を
図

ろ
う
と
、
幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校

の
教
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
、
鉾
田

市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
や

青
少
年
育
成
鉾
田
市
民
会
議
の
代

表
を
委
員
と
し
た
協
議
会
が
組
織

さ
れ
、
年
２
回
の
会
議
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
2
回
目
と
な
る
会
議
が
市

福
祉
事
務
所
で
開
催
さ
れ
、
旭
南

小
と
鉾
田
南
中
の
先
生
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
学
校
で
の
事
例
発
表
、
質
疑

応
答
の
後
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」

や
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

運
動
、
読
書
活
動
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
協
議
会
設
立
５
年
の

節
目
に
あ
た
り
、
よ
り
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
が
連
携
し
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
た
め

に
、
市
民
の
積
極
的
な
取
組
を
促

進
し
よ
う
と
「
鉾
田
市
豊
か
な
心

育
成
宣
言
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
の
内
容

10―12 行政からのお知らせ２

　■市職員の給与公表
　■市入札参加資格申請（追加）
　■市営住宅入居者募集
　■福祉まつり
　■医療機関案内
　　　　　　　　　　　　　ほか

7―9 まちの話題

　■鉾田の魅力を発信！
　■立志式
　■水道審議会答申
　■NHKのど自慢観覧者抽選会
　■スポーツ
　　　　　　　　　　　　　ほか

2―6 行政からのお知らせ１

　■茨城空港開港
　■防災行政無線一斉配信
　■これからの学校づくり⑦
　■農地制度改正
　■新型インフルエンザワクチン接種費用助成
　　　　　　　　　　　　　　ほか

鉾田市民憲章鉾田市民憲章
● 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい環
境をつくります
● 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます
●健康で働き、活気ある産業を築きます
●教養を深め、高い文化を培います
● きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります

子どもの豊かな心
　　　　を育みます
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3月11日  開港

　

茨
城
空
港
は
、
首
都
圏
第
三
の
空
港

と
位
置
付
け
ら
れ
、
航
空
自
衛
隊
百
里

飛
行
場
を
民
間
共
用
化
し
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

茨
城
県
を
含
む
北
関
東
地
域
は
、
最

寄
り
の
空
港
ま
で
2
〜
3
時
間
を
要
し

て
い
た
た
め
、
茨
城
空
港
の
開
港
に
よ

り
、
多
く
の
方
々
に
と
っ
て
空
港
ま
で

の
時
間
が
短
縮
で
き
る
な
ど
利
便
性
の

向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
空

港
ま
で
1
時
間
以
内
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
エ
リ
ア
の
人
口
は
３
４
０
万
人
に
の

ぼ
り
ま
す
。

　

現
在
、
定
期
運
航
路
線
は
、
ソ
ウ
ル

〈
仁
川
〉（
週
7
便
）、
釜
山
（
週
3
便

程
度
）、
神
戸
（
週
7
便
）
が
決
定
し

て
い
ま
す
。

　

開
港
記
念
と
し
て
旅
行
会
社
に
よ
り

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
さ
れ
る
の
は
、

ハ
ワ
イ
、
グ
ア
ム
、
台
北
、
海
南
島
、

セ
ブ
島
（
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
は
3

月
か
ら
5
月
を
予
定
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

平
成
22
年
3
月
11
日
開
港
！

運
航
路
線

無
料
駐
車
場

　
１
，
３
０
０
台
分

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
周

辺
に
１
，
３
０
０
台
の

無
料
駐
車
場
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
何
日
泊

め
て
も
料
金
は
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（写真：茨城空港ターミナルビル）

　

平
成
23
年
に
は
北
関

東
自
動
車
道
の
全
線
開

通
が
予
定
さ
れ
、
常
陸

那
珂
港
等
と
あ
わ
せ
て
、

茨
城
は
陸
・
海
・
空
の

足
を
備
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
人
、
物
の
交

流
拠
点
と
し
て
、
観
光

の
振
興
や
企
業
立
地
等

に
よ
る
産
業
の
集
積
を

は
じ
め
国
内
外
と
の
経
済
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
多
様
な
交
流
の
拡
大
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
鉾
田
市
に
と
っ
て
も
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
売

店
内
に
鉾
田
ブ
ラ
ン
ド
専
用
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
空
港
利
用
者
や
施
設
見
学
者
等
に
広
く
Ｐ

Ｒ
で
き
る
施
設
と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

将
来
へ
の
期
待

　空港周辺市町（石岡市・笠間市・かすみがうら市・行方
市・鉾田市・小美玉市・茨城町）で組織された茨城空港周

辺地域資源活用推進連絡会により、茨城空港開港への機運

を高めるため、「空の市」が開催されます。

【内容】

　●７市町によるＰＲブース（特産品販売等）

　●地元郷土芸能披露　●お楽しみ抽選会

　●ものまね★ジェットコースター「ノブ＆フッキー」

　　※「ノブ＆フッキー」の一人は鉾田市出身です

市
の
動
静
（
２
月
）

1 

市
民
と
市
長
の
朝
市
ト
ー
ク

　

 

第
２
回
鉾
田
市
豊
か
な
心
育
成
推
進
協
議
会

２ 

道
路
整
備
審
議
会
委
員
へ
の
委
嘱
状
交
付

　

 

鉾
田
市
産
い
ち
ご
P
R
茨
城
放
送
出
演

４ 

青
少
年
相
談
員
委
嘱
状
交
付
式

５ 

県
東
海
地
区
環
境
放
射
線
監
視
委
員
会

　

 

県
消
防
救
急
無
線
の
広
域
化
・
共
同
化
及
び
消
防
指
令
業
務
の
共
同
運
用
等
検
討
協
議
会

　

 

苺
P
R
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
長
野
県
・
６
日
ま
で
）

８ 

鉾
田
市
産
い
ち
ご
P
R
表
敬
訪
問
（
県
庁
・
N
H
K
水
戸
放
送
局
ほ
か
）

　

 

農
業
産
出
額
公
表
再
開
要
望
（
県
庁
）

９ 

県
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
会

10 

茨
城
債
権
管
理
機
構
議
会
定
例
会

12 

人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

　

 

主
要
県
道
大
洗
・
友
部
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
要
望
活
動
（
県
庁
）

16 

県
道
百
里
飛
行
場
線
開
通
式
典

17 

認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
講
演
会

18 

鹿
行
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

19 

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
総
会

　

 

鹿
行
畜
産
振
興
協
議
会
講
演
会

22 

県
北
鹿
行
市
長
会
定
例
会

24 

農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会

25 

鹿
行
広
域
事
務
組
合
定
例
会

26 

鉾
田
市
防
災
会
議

　

平
成
22
年
第
1
回

鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

◆
開
会
３
月
２
日
（
火
）
10
時
か
ら

　

鉾
田
市
役
所　

３
階　

市
議
会
議
場

【
日
程
】

　

3
月
2
日
（
火
）
本
会
議
（
初
日
）

　
　
　

4
日
（
木
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
　

5
日
（
金
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
　

8
日
（
月
）
本
会
議

　
　
　

9
日
（
火
）
本
会
議

　
　
　

11
日
（
木
）
委
員
会

　
　
　

12
日
（
金
）
委
員
会

　
　
　

15
日
（
月
）
委
員
会

　
　
　

18
日
（
木
）
本
会
議
（
最
終
日
）

※ 

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問

市
議
会
事
務
局　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
）
１
３
１
１
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市 

総
務
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
２
８
４

問

休
日
の
戸
籍
関
係
の
窓
口
が

　
　
　

本
庁
に
集
約
さ
れ
ま
す

　

４
月
か
ら
、
休
日
の
戸
籍
の
届
出
（
出
生
・
婚
姻
な

ど
）、
埋
火
葬
許
可
申
請
（
死
亡
届
）
受
付
窓
口
は
市

役
所
（
本
庁
舎
）
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　

窓　

口

届
出
の
種
類

市
役
所
（
本
庁
舎
）

各
総
合
支
所

出
生

○

×

婚
姻
関
係

○

×

埋
火
葬
許
可
申
請

○

×

※
休
日
の
各
総
合
支
所
は
、
警
備
員
の
み
と
な
り
ま
す
。

鉾
田
市
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
開
始
！

《
登
録
の
方
法
》

■
パ
ソ
コ
ン
で
登
録
す
る
場
合

　

次
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

　

↓https://service.sugum
ail.com

/hokota/m
em
ber/

　
■
携
帯
電
話
で
登
録
す
る
場
合

　

次
の
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
登

録
確
認
メ
ー
ル
が
届
い
て
か
ら
画
面
の
表
示
に
従
っ
て
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

　

↓T-hokota@
sg-m

.jp

※
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
機
能
付
き
の
携

　

帯
電
話
の
場
合
、
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

　

読
み
取
っ
て
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
で

　

き
ま
す
。

　　

登
録
は
、
旭
地
区
、
鉾
田
地
区
、
大
洋
地
区
の
地
域
別
に

選
択
で
き
、
24
時
間
登
録
可
能
で
す
。

※ 

登
録
さ
れ
た
地
区
に
よ
り
、
放
送
内
容
の
一
部
（
火
災
放

送
及
び
各
種
行
事
な
ど
）
に
違
い
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

◇ 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
無
料
で
す
が
、
受
信
に
必
要
な
通
信
料

（
プ
ロ
バ
イ
ダ
料
金
、
接
続
料
金
、
パ
ケ
ッ
ト
料
な
ど
）
は

利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇ 

携
帯
電
話
に
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
設
定
を
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
事
前
に
「sg-m

.jp

」
ド
メ
イ
ン
か
ら
の
受
信
を
許
可

す
る
設
定
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ご
自
身
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し
た
と
き
は
、
新
た
に

登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
メ
ー
ル
配
信
時
に
３

回
以
上
送
信
エ
ラ
ー
が
生
じ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
つ
い
て

は
自
動
的
に
削
除
さ
れ
ま
す
。

◇ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
混
雑
及
び
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
負
荷
状
況
、
電

波
の
状
態
な
ど
に
よ
り
受
信
で
き
な
い
場
合
や
、
遅
延
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇ 

シ
ス
テ
ム
の
障
害
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
を

中
断
す
る
場
合
は
、
事
前
に
通
知
し
ま
す
が
、
や
む
を
得
な

い
事
情
に
よ
り
、
事
前
に
通
知
す
る
こ
と
な
く
一
時
的
に
遅

延
又
は
中
断
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇ 

登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
第
三
者
に
提
供
及
び
開

示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇ 

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
遅
延
又
は
中
断
な
ど
が
発
生
し
た
こ
と

に
起
因
す
る
利
用
者
が
被
っ
た
損
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

メ
ロ
ン
ロ
ー
ド
全
線
開
通
！

　

優
先
道
路
が
変
更
に
な
り
ま
す

市 

都
市
建
設
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
２
７
８

問

ＮＴＴ施設

鳥栖公民館

鮮魚店

開通
区間

メロンロード

県道18号
茨城鹿島線

止まれ

止まれ

＜鉾田市鳥栖地内＞

　

今
年
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
県
が
行
っ
て
き
た
「
農

地
転
用
の
許
可
」
や
「
開
発
行
為
の
許
可
」
な
ど
に
係

る
事
務
権
限
に
つ
い
て
は
鉾
田
市
が
取
り
扱
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

鉾
田
市
は
、
昨
年
か
ら
『
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
』
と

な
り
、各
種
県
の
権
限
の
移
譲
を
受
け
て
い
ま
す
。『
ま

ち
づ
く
り
特
例
市
』
制
度
は
、
県
の
権
限
移
譲
制
度
の

ひ
と
つ
で
、
市
が
、
自
主
的
・
自
律
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
よ
う
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
も
そ

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

農
地
転
用
・
開
発
行
為
等

　

の
関
係
事
務
が
市
へ
移
譲

平
成
22
年
4
月
か
ら
鉾
田
市
が

　

新
た
に
権
限
移
譲
を
受
け
る
主
な
事
務

■
農
地
転
用
の
許
可
（
２
ha
以
下
）
等
８
事
務

　

こ
れ
ま
で
は
、
市
農
業
委
員
会
か
ら
県
を
経
由
し
県

農
業
会
議
の
諮
問
会
議
を
経
て
決
定
さ
れ
た
県
許
可

が
、
市
農
業
委
員
会
で
審
議
し
直
接
諮
問
会
議
を
経
て

市
農
業
委
員
会
で
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
移
譲
前　

県
許
可

・
移
譲
後　

市
農
業
委
員
会
許
可

　
　

問　

市 

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
２
５
２

〈
開
発
行
為
〉

　

 

開
発
行
為
と
は
、
主
と
し
て
建
築
物
の
建
築
又
は
特
定

工
作
物
の
建
設
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更
を
い
い
ま
す
。

■
開
発
行
為
等
の
許
可
等
25
事
務

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可
申
請
等
に

つ
い
て
は
、
市
を
経
由
し
て
、
県
で
審
査
を
行
い
許
可

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
市
で
審
査
及
び
許
可
等
の

事
務
を
取
り
扱
い
ま
す
。

　

市
内
で
行
う
３
，
０
０
０
㎡
以
上
の
開
発
行
為
が
該

当
し
ま
す
。

　
　

問　

市 
都
市
建
設
課

　
　
　
　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
２
７
３

　

４
月
１
日
か
ら
、
市
で
は
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
て
い
る
情
報
を
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
で
受
信
で
き
る
「
鉾
田

市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
防
犯
・
防
災
に
関
す
る
情
報
や
市
の
各
種
行
事
な
ど
の
情
報
を
、
随
時
、
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。
放
送
を
聞
き
逃
し
た
場
合
の
た
め
に
も
、
こ
の
便
利
な
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
鉾
田
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
さ
れ
る
と
、
消
防
庁
よ
り
配
信
さ
れ
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

内
容
（
地
震
の
震
度
速
報
・
津
波
情
報
等
）
も
自
動
的
に
配
信
さ
れ
ま
す
。

受
信
で
き
る
情
報

○
火
災
情
報

○
防
犯
・
防
災
情
報

○
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
情
報
〈J-ALERT

〉

　
（
緊
急
地
震
速
報
、
震
度
速
報
、
津
波
警
報
、
国
民
保
護
関
係
情
報
）

　

広
域
農
道
涸
沼
南
地
区
（
メ
ロ
ン
ロ
ー
ド
）
の
未
開
通

部
分
が
完
成
し
、
４
月
中
に
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

供
用
開
始
に
伴
い
、
市
道
6-

4
号
線
と
メ
ロ
ン
ロ
ー

ド
と
の
交
差
点
に
一
時
停
止
標
識
「
止
ま
れ
」
を
設
置
し

ま
す
。
交
通
規
制
の
遵
守
を
お
願
い
し
ま
す
。
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今
回
は
、
同
委
員

会
委
員
の
ほ
か
、
庁

内
検
討
チ
ー
ム
、
教

育
委
員
も
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
事
務

局
か
ら
「
鉾
田
市
に

お
け
る
公
立
学
校
施

設
の
適
正
規
模
、
適

正
配
置
計
画
の
考
え

方
」
と
し
て
①
市
内

全
域
を
単
純
に
児
童

数
で
再
編
し
た
場
合

の
児
童
数
、
②
各
中
学
校
区
ご
と
に
再
編
し
た
場
合
の
児
童

数
（
左
資
料
参
照
）、
③
小
中
一
貫
教
育
校
又
は
連
携
教
育

校
に
つ
い
て
、
④
通
学
距
離
の
広
域
化
に
対
す
る
対
策
、
⑤

施
設
整
備
の
考
え
方
、
⑥
事
業
実
施
計
画
の
目
標
年
次
に
つ

い
て
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
、
●
数
で
再
編
を
決
め
て
し
ま
っ
て
は
住

民
は
納
得
し
な
い
。
地
域
で
素
晴
ら
し
い
環
境
を
作
っ
て
き

た
と
い
う
意
識
が
あ
る
。
●
い
ろ
い
ろ
な
話
が
保
護
者
の
間

で
出
て
い
る
。
実
際
に
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て

い
く
の
か
。
●
子
ど
も
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
で
色
々
な
問

題
を
抱
え
た
中
で
生
活
し
て
い
る
。
２
学
級
以
上
が
必
要
。

●
（
適
正
規
模
・
適
正
配
置
）
を
考
え
る
上
で
、
住
民
の
合

意
形
成
が
必
要
。
●
事
務
局
で
、
も
っ
と
踏
み
込
ん
で
ど
こ

と
ど
こ
を
統
合
な
ど
具
体
案
を
出
す
べ
き
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
検
討
し
、
住
民
に
案
を
示
す
べ
き
。
●
一
つ
の
基
準
を
出

し
検
討
し
て
も
ら
う
べ
き
、
大
洋
１
校
、
旭
１
校
、
鉾
田
２

校
な
ど
、
一
つ
の
試
案
を
出
し
た
ほ
う
が
進
め
や
す
い
の
で

は
？
●
一
番
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
べ
き
、
早
急
に

進
め
ま
し
ょ
う
。
な
ど
質
疑
・
意
見
が
出
さ
れ
、
次
回
委
員

会
で
事
務
局
か
ら
の
具
体
案
（
小
学
校
再
編
（
案
））
を
も
と

に
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

忍
田
室
長
か
ら
は
、
県
内
44
市
町
村
で
計
画
な
ど
を
策
定

し
て
い
る
市
町
村
は
17
、
委
員
会
等
を
立
ち
上
げ
検
討
中
は

10
、内
部
で
検
討
中
も
12
と
、

合
計
39
の
市
町
村
が
適
正
配

置
・
適
正
規
模
に
つ
い
て
計

画
策
定
、
検
討
を
実
施
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
県
で
は
、

適
正
規
模
化
を
目
指
し
新
た

な
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
む

市
町
村
に
対
し
、
教
職
員
配

置
の
充
実
や
遠
距
離
通
学
対

策
な
ど
の
支
援
を
講
じ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

係
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。
現
実
的
問
題
と
し
て
、
開
発
政

策
・
福
祉
政
策
、
財
政
的
条
件
も
あ
る
」
と
話
さ
れ
、
学
校

規
模
・
学
校
配
置
に
関
す
る
諸
制
度
の
説
明
や
他
県
の
事
例

な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
小
中
一
貫
校
の
事
例
で
は
、
小

学
校
の
段
階
か
ら
専
門
的
な
授
業
が
容
易
に
な
り
、
中
学
校

で
は
よ
り
き
め
細
か
な
授
業
が
で
き
や
す
く
、
統
合
し
な
い

で
小
規
模
を
生
か
し
た
事
例
で
は
、
経
費
や
十
分
な
サ
ポ
ー

ト
体
制
（
大
学
な
ど
の
支
援
）
が
必
要
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
⑦

〜
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
〜

年度 児童数 １学年当り
の児童数

H27    （5年後） 277名 46名
H32（10年後） 272名 45名
H37（15年後） 260名 43名

（２校に再編された場合の児童数の推移）

年度 児童数 １学年当り
の児童数

H27    （5年後） 554名 92名
H32（10年後） 544名 91名
H37（15年後） 519名 87名

（１校に再編された場合の児童数の推移）

■旭中学区（現在４校）

年度 児童数 １学年当り
の児童数

H27    （5年後） 409名 68名
H32（10年後） 375名 63名
H37（15年後） 348名 58名

（１校に再編された場合の児童数の推移）

年度 児童数 １学年当り
の児童数

H27    （5年後） 205名 34名
H32（10年後） 188名 31名
H37（15年後） 174名 29名

（２校に再編された場合の児童数の推移）
■鉾田北中学区（現在４校及び青柳小の一部）

年度 児童数 １学年当り
の児童数

H27    （5年後） 872名 145名
H32（10年後） 732名 122名
H37（15年後） 740名 123名

（１校に再編された場合の児童数の推移）

年度 児童数 １学年当り
の児童数

H27    （5年後） 436名 73名
H32（10年後） 366名 61名
H37（15年後） 370名 62名

（２校に再編された場合の児童数の推移）
■鉾田南中学区（現在４校及び青柳小の一部）

年度 児童数 １学年当り
の児童数

H27    （5年後） 468名 78名
H32（10年後） 403名 67名
H37（15年後） 387名 65名

（１校に再編された場合の児童数の推移）

年度 児童数 １学年当り
の児童数

H27    （5年後） 234名 39名
H32（10年後） 201名 34名
H37（15年後） 193名 32名

（２校に再編された場合の児童数の推移）
■大洋中学区（現在４校）

（委員会資料より）

◎小学校児童数の推移
　（各中学校区ごとに再編した場合）
※平成32年度・37年度の児童数は推計
※ 1学年当りの児童数は単純に６学年で割って
算出

＜参考＞
市学校教育施策検討委員会答申（抜粋）
○学級編成の人数：1学級20人から25人
○学校の規模：学年2学級以上

第
２
回 

鉾
田
市
公
立
学
校
施
設
適
正

　
　
　
　

配
置
計
画
策
定
委
員
会
開
催

市
教
育
委
員
会  

学
校
教
育
課
☎
３
７
〜
４
３
４
０（
直
通
）

問

　

2
月
16
日
、
第
2
回
鉾
田
市

公
立
学
校
施
設
適
正
配
置
計

画
策
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
筑
波
大
大
学
院
准

教
授
の
水
本
徳
明
氏
、
県
教

育
庁
市
町
村
教
育
推
進
室
長

の
忍
田
暢
男
氏
に
よ
り
、「
公

立
学
校
施
設
の
適
正
規
模
、

適
正
配
置
計
画
の
考
え
方
」

と
「
県
内
の
取
り
組
み
状
況
」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
の

ち
、
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
と
い
う
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
」

講
義
の
冒
頭
、
水
本
准
教
授
は
切
り
出
さ
れ
ま
し
た
。「
学

校
は
、
様
々
な
要
因
が
相
互
に
関
係
し
合
っ
て
い
て
、
ど
う

い
う
教
育
目
的
に
す
る
か
（
基
礎
学
力
、
創
造
力
・
思
考
力
、

社
会
力
〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
）。
そ
れ
に
よ
り
、
教

育
方
法
が
変
わ
り
、
教
育
施
策
、
学
校
配
置
、
学
校
規
模
へ

と
つ
な
が
る
。
ま
た
、
学
校
は
今
ま
で
地
域
の
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
適
正
配
置
を
考
え

た
場
合
こ
れ
を
ど
う
す
る
の
か
。
小
学
校
・
中
学
校
と
の
関

■
公
立
学
校
施
設
の
適
正
規
模
、
適
正
配
置
計
画
の
考
え
方

■
県
内
の
取
り
組
み
状
況

■
協
議
内
容

１  

従
来
の
生
計
同
一
証
明
書
に
代
え
て
次
の
も
の
が
必
要

に
な
り
ま
す

　

①
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
障
害
者
を
含
む
）

　
〈
障
害
者
と
納
税
義
務
者
の
住
所
が
違
う
場
合
〉

　

② 

障
害
者
が
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
（
健
康

保
険
証
や
源
泉
徴
収
票
の
写
し
）

　

③ 

障
害
者
が
被
扶
養
者
で
な
い
場
合
は
、
3
親
等
以
内
の

親
族
で
あ
る
こ
と
を
示
す
戸
籍
謄
本

※ 

③
の
場
合
は
、
障
害
者
の
近
隣
地
域
（
同
一
大
字
地
内
又
は
半
径

２
㎞
以
内
）
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
条
件

２  

障
害
者
が
福
祉
施
設
へ
入
所
し
て
も
、
次
の
要
件
を
全

て
満
た
し
た
場
合
に
減
免
が
可
能
に
な
り
ま
す

　

① 

福
祉
施
設
か
ら
週
に
１
回
（
又
は
月
に
４
回
）
の
一
時

帰
宅
や
通
院
な
ど
の
た
め
に
、
家
族
が
自
動
車
で
送
迎

し
て
い
る
こ
と
（
面
会
や
見
舞
い
は
除
外
）

　

② 

障
害
者
が
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と（
健
康
保
険
、

所
得
税
申
告
書
又
は
施
設
入
所
の
申
込
書
等
で
氏
名
を

確
認
で
き
る
こ
と
）

３  

常
時
介
護
者
運
転
に
係
る
減
免
対
象
障
害
者
の
世
帯
要

件
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

 　

障
害
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
に
加
え
、
障
害
者
と

未
成
年
者
（
20
歳
未
満
）
又
は
障
害
者
と
70
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
に
属
す
る
自
動
車
は
減
免
対
象

※ 

障
害
者
又
は
対
象
と
な
る
世
帯
の
方
が
自
動
車
の
所
有
者
で
あ
る
こ

と
が
必
要
で
す

４ 

減
免
申
請
の
事
前
受
付
が
可
能
に
な
り
ま
す

　

 　

来
年
度
分
の
減
免
申
請
に
つ
い
て
は
、
6
月
以
降
に
事

前
申
請
が
可
能

※ 

事
前
申
請
の
場
合
、
申
請
日
か
ら
翌
年
度
4
月
1
日
ま
で
申
請
内
容

に
変
更
が
な
い
こ
と
が
条
件
で
す

５ 

自
動
車
の
買
い
替
え
条
件
が
あ
り
ま
す

　

 　

自
動
車
取
得
税
を
伴
う
減
免
申
請
後
、
１
年
間
を
経
過

し
な
い
間
に
自
動
車
を
買
い
替
え
る
場
合
は
、
そ
れ
ま
で

減
免
さ
れ
て
い
た
自
動
車
の
抹
消
登
録
が
必
要
（
盗
難
や

事
故
で
自
動
車
が
滅
失
し
た
場
合
は
除
く
）

※ 

そ
れ
ま
で
減
免
さ
れ
て
い
た
自
動
車
を
同
一
住
所
の
家
族
へ
移
転
登

録
し
た
場
合
は
、
新
た
な
自
動
車
の
減
免
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

　

詳
し
く
は
、
各
県
税
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

●
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
　
　

行
方
県
税
事
務
所
☎
０
２
９
９
〜
７
２
〜
０
４
８
２

　

●
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て

　
　
　

水
戸
県
税
事
務
所　

自
動
車
税
分
室

障
害
者
の
自
動
車
税
及
び
自
動
車
取
得
税

　
　
　
　

減
免
手
続
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

市 

社
会
福
祉
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　

 （
内
線
）
１
５
６
１
・
１
５
６
７

問
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市 

農
業
委
員
会
事
務
局
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
２
５
１
・
１
２
５
２

問

平
成
の
農
地
改
革
、
農
地
制
度
が

　
　
　
　
　

大
き
く
見
直
さ
れ
ま
し
た

◆
農
地
法
の
目
的
等
の
見
直
し

○ 

農
地
法
の
目
的
を
「
地
域
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
耕

作
者
に
よ
る
効
率
的
利
用
の
促
進
」
に
見
直
し

○ 

農
地
の
所
有
権
、
賃
借
権
等
を
有
す
る
者
は
そ
の
適

正
か
つ
効
率
的
な
利
用
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
旨
の
責
務
規
定
を
追
加

◆
農
地
を
利
用
す
る
者
の
確
保
・
拡
大

○ 

解
除
条
件
付
貸
借
契
約
で
一
般
企
業
の
参
入
を
容
認

（
所
有
権
取
得
は
認
め
ら
れ
な
い
）

○ 
農
業
生
産
法
人
へ
の
外
部
か
ら
の
出
資
規
制
の
緩

　
（
10
分
の
1
以
下
の
規
制
の
廃
止
等
）

○ 

農
協
に
よ
る
農
業
経
営
が
、
組
合
員
の
合
意
で
貸
借

に
よ
り
可
能
に

◆
農
地
の
面
的
集
積
の
促
進

　

 

市
町
村
、
公
社
等
が
委
任
を
受
け
、
分
散
し
た
農
地
を

面
的
に
ま
と
め
る
仕
組
み
を
全
て
の
市
町
村
で
導
入

◆
遊
休
農
地
対
策
の
強
化

○ 

遊
休
農
地
の
所
有
者
に
対
す
る
指
導
・
通
知
・
公
告
・

勧
告
ま
で
の
手
続
き
を
、
農
業
委
員
会
が
一
貫
し
て

実
施

○ 

所
有
者
が
分
か
ら
な
い
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
知
事

の
裁
定
で
公
社
等
が
利
用
可
能
に

◆ 

相
続
な
ど
に
よ
る
農
地
の
権
利
取
得
の
届
出
制
度
の

創
設

　

 

農
地
等
に
つ
い
て
の
権
利
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
概

ね
10
ヵ
月
以
内
に
農
業
委
員
会
に
届
出

◆
農
地
転
用
規
制
の
厳
格
化

○ 

農
地
転
用
許
可
基
準
の
う
ち
、
確
保
す
べ
き
集
団
的

な
農
地
の
基
準
を
20
ｈ
ａ
か
ら
10
ｈ
ａ
に
引
き
下
げ

（
平
成
22
年
6
月
1
日
か
ら
施
行
）

○ 

違
反
転
用
に
対
す
る
罰
則
を
強
化
（
法
人
の
場
合
、

罰
金
３
０
０
万
円
を
１
億
円
に
引
き
上
げ
）

◆
農
用
地
区
域
内
農
地
の
確
保

　

 

担
い
手
に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る
農
地
等
は
、
農
用

地
区
域
か
ら
の
除
外
を
認
め
な
い
等

　
『
改
正
農
地
法
等
』
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
改

正
点
は
次
の
通
り
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

農地法等の一部を改正する法律の概要

転用期待
の抑制

国内の食料生産の増大を

通じ国民に対する食料の

安定供給を確保

貸借等による
利用の促進

これ以上の農地の減少を
食い止め、農地を確保

農地を貸しやすく借りやすくし、
地域との調整のうえ最大限に確保

（農地の相続税の納税猶予制度の見直し）

農地法、農業経営基盤強化促進法、農業振興地域の整備に関する法律、
農業協同組合法

●
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　

が
改
選
さ
れ
ま
し
た

委
員
長　
　
　

飯
塚
庄
助
（
大
竹
）

委
員
長
代
理　

皆
藤
茂
也
（
子
生
）

委　

員　
　
　

瀨
尾
泰
晴
（
上
幡
木
）

委　

員　
　
　

川
又　

淑
（
徳
宿
）　
〈
敬
称
略
〉

　
（
任
期
：
平
成
21
年
12
月
27
日
〜
平
成
25
年
12
月
26
日
）

●
市
監
査
委
員

　
　
　
　
　

が
選
任
さ
れ
ま
し
た

　

小
島
生
男
（
札
）　
〈
敬
称
略
〉

　
（
任
期
：
平
成
21
年
12
月
27
日
〜
平
成
25
年
12
月
26
日
）

　

市
監
査
委
員
の
定
数
は
2
名
で
、
識
見
を
有
す
る
も

の
か
ら
1
名
、
市
議
会
議
員
の
う
ち
か
ら
1
名
選
任
さ

れ
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
識
見
を
有

す
る
監
査
委
員
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

市 

子
ど
も
家
庭
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　

 （
内
線
）
１
５
７
２
・
１
５
７
９

問

　

市
で
は
、
保
育
所
（
園
）
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

と
連
携
し
、
家
庭
や
地
域
で
の
子
育
て
を
応
援
す
る
制

度
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
施
設
等
、
市
子
ど
も
家
庭
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
・
私

の
別

保
育
所
（
園
）
名
等

定
員

（
人
）

公
立

第
一
保
育
所
（
塔
ヶ
崎
）

９
０

公
立

第
二
保
育
所 （
鉾
田
）

９
０

私
立

青
山
保
育
園 （
安
塚
）

１
２
０

私
立

串
挽
保
育
園 （
串
挽
）
※
４
月
か
ら
野
友

１
２
０

私
立

と
り
の
す
保
育
園 （
鳥
栖
）

９
０

私
立

あ
か
つ
き
保
育
園 （
安
房
）

６
０

私
立

旭
保
育
園 （
上
釜
）

１
８
０

私
立

大
洋
保
育
園 （
上
沢
）

９
０

私
立

わ
ん
ぱ
く
保
育
園 （
飯
島
）

２
０

■
認
可
保
育
所
一
覧

　

育
児
不
安
の

解
消
や
子
育
て

の
支
援
な
ど
を

地
域
全
体
で
行

う
た
め
の
事
業

を
展
開
し
て
い

ま
す
。

主
な
事
業
内
容
…
子
育
て
相
談
／
育
児
講
座
／
園
庭
開
放
／
観

劇
会
な
ど
（
各
施
設
に
よ
り
内
容
は
異
な
り
ま
す
）

利
用
対
象
者
… 
市
内
在
住
者
で
０
歳
〜
就
学
前
の
幼
児
及
び
そ

の
保
護
者
等

施
設
名

実
施
保
育
園

の
び
っ
こ

第
一
保
育
所

う
さ
ぎ
っ
子

青
山
保
育
園

す
く
す
く

旭
保
育
園

わ
ん
ぱ
く

わ
ん
ぱ
く
保
育
園

ほ
ほ
え
み

大
洋
保
育
園

と
り
の
す
※
４
月
開
設

と
り
の
す
保
育
園

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
一
覧

■
家
庭
児
童
相
談
室

場
所　

市
福
祉
事
務
所
内　

☎　
　

に
同
じ

内
容　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談

※ 

家
庭
相
談
員
，
母
子
自
立
支
援
員
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
秘
密
厳
守
）

★
今
春
か
ら
新
た
に

　
　

子
育
て
関
連
施
設
が
開
設
！

新
し
い
園
舎
が
完
成
し
た

　
　
　
　
　
「
串
挽
保
育
園
」

建
設
中
の
「
と
り
の
す

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

■
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
の
手
助
け
が
で
き
る
方
（
協
力
会
員
）
と
子
育
て
の

手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
（
利
用
会
員
）
が
互
い
に
助
け
合
っ

て
活
動
す
る
相
互
援
助
組
織
で
す
。
事
業
の
主
体
は
市
で
、
運

営
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
会
員
… 

市
内
に
お
住
ま
い
か
、
勤
務
し
て
い
る
方
で
生
後

６
ヶ
月
か
ら
中
学
校
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者

協
力
会
員
… 

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
地
域

の
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方
（
20
歳
〜
概
ね
65
歳

未
満
）

事
業
内
容
… 

保
育
園
・
幼
稚
園
の
送
迎
／
放
課
後
の
援
助
／
学

童
保
育
か
ら
帰
宅
後
の
援
助
／
保
護
者
な
ど
の
病

気
や
休
養
時
の
援
助
／
冠
婚
葬
祭
な
ど
外
出
時
に

子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
な
ど
（
原
則
、
協
力
会
員

の
自
宅
で
活
動
）

※
会
員
と
な
る
場
合
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
本
所
）
☎
３
２
〜
５
８
３
１

現在の保育園を野友地区へ移転新
設。より質の高い保育環境を整備

子育て相談、学童保育、園庭開放、
児童講座、絵本の貸出等を予定

問
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■
助
成
対
象
者
・
助
成
額
等

Ⅰ  

市
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
の
方

　
　

↓
全
額
助
成 

Ⅱ   

妊
婦
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
１
歳
〜
中
学
生
、
１
歳
未

満
児
の
保
護
者
、
優
先
接
種
対
象
者
（
※
）
の
う
ち
身
体
的

な
理
由
に
よ
り
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
方
の
保
護
者

　
　

↓ 

１
回
目
の
接
種
の
み
助
成　

１
人
２
，
０
０
０
円

　

※ 

優
先
接
種
対
象
者

　
　

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
／
妊
婦
／
１
歳
〜
小
学
校
３
年
生
／
１
歳
未

　
　

満
児
の
保
護
者
／
小
学
校
４
〜
６
年
生
／
中
学
生
／
高
校
生
の
年
齢

　
　

に
該
当
す
る
者
／
高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
方
）

■
市
内
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

Ⅰ  

全
額
助
成
対
象
の
方

　

 　
「
全
額
助
成
券
」が
必
要
で
す
。
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

★
申
請
に
必
要
な
も
の

　
　

印
か
ん

Ⅱ  

１
回
目
の
接
種
の
み
助
成
対
象
の
方

　

 　

医
療
機
関
に
備
え
て
あ
る
助
成
申
請
書
に
記
入
し
て
窓

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

医
療
機
関
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
（
３
，
６
０
０

円
）
か
ら
助
成
額
（
２
，
０
０
０
円
）
を
差
引
い
た
１
，

６
０
０
円
を
お
支
払
く
だ
さ
い
。

■ 

す
で
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
方
、
又
は
市
外
の
医

療
機
関
で
接
種
す
る
方

○ 

医
療
機
関
で
全
額
を
負
担
し
領
収
書
及
び
接
種
済
証
を
受

け
取
け
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

助
成
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

★
助
成
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
領
収
書

　

② 

予
防
接
種
済
証
（
又
は
、
母
子
手
帳
・
老
人
健
康
手
帳
等

に
予
防
接
種
の
記
録
を
し
た
場
合
は
そ
の
写
し
）

　

③
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の

　

④
印
か
ん

■
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利

　

15
〜
20
％
超
で
29
．
2
％
以
下
の
金
利
部
分
は
「
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利

は
無
効
で
あ
り
、
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

現
在
の
法
律
で
は
、
借

り
手
が
任
意
に
支
払
っ

て
、
か
つ
、
貸
金
業
者

が
必
要
な
書
面
を
交
付

し
た
時
は
、
こ
の
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
の
支
払
が

有
効
と
見
な
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
貸
金
業
法
の

改
正
に
よ
り
、
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
は
平
成
19

年
12
月
19
日
か
ら
2
年

半
以
内
に
廃
止
さ
れ
ま

す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

　

の
助
成
申
請
期
限
は
平
成
22
年
3
月
31
日
で
す

　
　

※
該
当
す
る
方
は
、
早
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

　

現
在
、
健
康
成
人
を
含
む
す
べ

て
の
方
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○ 
１
歳
未
満
の
小
児
に
つ
い
て

は
、
接
種
は
推
奨
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
有
益
性
と
リ
ス
ク
を
十
分
に
考
慮
し
た
う
え
で

接
種
を
受
け
る
こ
と
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
接
種
の

際
は
、
医
師
と
十
分
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◆
ご
注
意

○ 

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
１
０
０
％
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
重
症

化
・
死
亡
の
防
止
に
は
一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
感

染
防
止
、
流
行
の
阻
止
に
関
し
て
は
効
果
が
保
証
さ
れ
て

い
せ
ん
。 

○ 

重
篤
な
副
作
用
も
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
接
種
に
あ

た
っ
て
は
、
主
治
医
と
よ
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◆
感
染
予
防
に
つ
い
て

　

一
時
期
に
比
べ
感
染
拡
大
の
勢
い
は
収
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、再
び
感
染
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。 

引
き
続
き
、
手
洗
い
・
う
が
い
や
人
混
み
を
避
け
る
な
ど
の

感
染
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
の
よ
り
詳
し
い
情
報
は
次
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
情
報　

　

http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/yobo/

kansen/idw
r/idw

r/h1n1.htm
l

○
厚
生
労
働
省
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-

kansenshou04/index.htm
l

旭
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
３
７
〜
１
４
１
１　

鉾
田
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
３
３
〜
３
６
９
１

大
洋
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
３
９
〜
４
８
６
６

問

※写真はイメージです

多
重
債
務
に
陥
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　

す
ぐ
に
相
談
を
！

複
数
の
消
費
者
金
融
や
信
販
会
社
な
ど
か
ら
借
金
を
し
て
返
済
に
行
き
詰
ま
る
「
多
重
債
務
」
の
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
多
重
債
務
に
陥
っ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
解
決
策
と
し
て
法
的
な
手
段
を
と
る
こ
と
や

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
を
支
払
っ
て
い
た
場
合
に
支
払
う
必
要
が
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

無効・刑事罰対象

「グレーゾーン金利」

無効（支払う必要なし）

29.2％

20％
18％

15％
改正後の上限金利

10万円 100万円 元本（万円）

■
過
払
い
金
の
目
安

　
（
例
）
過
払
い
金
は
、
貸
金
業
者
（
消
費
者
金

融
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
）
と
の
取
引
開
始
時
期
及

び
借
入
金
額
に
も
よ
り
ま
す
が
、
目
安
と
し
て
通

常
５
〜
７
年
で
残
債
は
０
円
、
１
０
年
で
過
払
い

金
５
０
万
円
超
、
２
０
年
で
３
０
０
万
円
超
と
な

り
ま
す
。

■
市
で
の
過
払
い
金
の
差
押
え
実
績

　

○
2
月
末
現
在
ま
で
…
7
件

　

○
対
象
と
な
っ
た
貸
金
業
者
数
…
４
社

　

○
差
押
金
額
…
４
４
７
万
円

　

借
金
で
お
困
り
の
方
（
市
税
の
滞
っ
て
い
る
方
）
は
、

市 

収
納
課
へ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

● 

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
は
払
い
過
ぎ
の
場
合
、
返
還
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

市
税
が
滞
っ
て
い
る
方
で
貸
金
業
者
と
取
引
の
あ
る

方
を
対
象
に
取
引
履
歴
開
示
請
求
の
方
法
や
開
示
さ

れ
た
取
引
履
歴
の
引
き
直
し
計
算
（
過
払
い
金
の
確

認
）
の
方
法
等
を
お
教
え
し
て
い
ま
す
。

● 

過
払
い
金
が
発
生
し
て
い
た
場
合
に
は
、
過
払
い
金

に
つ
い
て
差
押
え
も
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
そ
の
場
合
、
貸
金
業
者
か
ら
の
取
立
て
等
は
市

が
行
い
、
残
余
金
が
あ
っ
た
場
合
に
は
お
返
し
し
ま

す
。

※ 

こ
の
件
に
つ
い
て
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
応

じ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
過
払
い
金
」
の
確
認
を

              

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
法
的
解
決
策

①
任
意
整
理
…
債
権
者
と
の
話
し
合
い
で
和
解
す
る
方
法

②
調 

停
（
に
よ
る
整
理
）
…
裁
判
所
の
調
停
委
員
の
も
と
で

債
権
者
と
和
解
す
る
方
法

③
個 

人
再
生
手
続
き
…
借
金
の
一
部
を
３
年
間
で
分
割
返
済

し
、
残
額
を
免
除
し
て
も
ら
う
方
法

④
自 

己
破
産
…
全
財
産
を
お
金
に
換
え
て
返
済
し
、
残
額
は

免
除
し
て
も
ら
う
方
法

■
多
重
債
務
問
題
の
相
談
窓
口

○
茨
城
県
弁
護
士
会
（
予
約
制
）
☎
０
２
９
〜
２
２
１
〜
３
５
０
１

○
茨
城
県
司
法
書
士
会　
　

  

☎
０
２
９
〜
２
２
５
〜
０
１
１
１

○
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
本
セ
ン
タ
ー
）
☎
０
２
９
〜
２
２
５
〜
６
４
４
５

　
　
　
　
　
　
（
鉾
田
分
室
）
☎
０
２
９
１
〜
３
３
〜
４
４
１
０

※ 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
３
〜
２
１
１
１
）
で
も
解
決
方

法
の
助
言
や
専
門
機
関
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
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■
苺
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
編
成

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
中
の
2
月
5

日
と
6
日
の
2
日

間
、
鬼
沢
市
長
、

Ｊ
Ａ
か
し
ま
な
だ

生
産
者
、
Ｊ
Ａ
茨

城
旭
村
生
産
者
等

が
苺
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
を
編
成
し
、

長
野
市
長
訪
問
や

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

出
演
、
小
売
店
で

の
試
食
販
売
会
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
長
野
市
長
と
対
談

　

長
野
に
到
着
後
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
向
か
っ
た
先
は
、
長

野
市
役
所
。
長
野
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、
鉾
田
産
農
産
物
の

Ｐ
Ｒ
、
将
来
的
な
交
流
の
可
能
性
を
見
据
え
、
両
市
の
紹

介
や
農
業
の
取
り
組
み
状
況
、

観
光
交
流
な
ど
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

鷲
澤
市
長
に
持
参
し
た
苺

を
手
渡
す
と
「
大
き
い
で
す

ね
。
と
て
も
美
味
し
そ
う
で

す
！
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
「
鉾
田
が
う
ら
や
ま
し
い
。
長

野
市
は
市
面
積
が
約
８
５
０
㎢
。
し
か
し
、
そ
の
4
分
の
3

は
中
山
間
地
域
で
そ
の
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
農
業
に

力
を
入
れ
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
鉾
田
は
強
敵
に
な
る
な
ぁ

〜
」
と
冗
談
（
山
間
地
域
と
平
地
の
農
産
物
は
あ
ま
り
競
合

し
な
い
）。
長
野
市
も
、
市
の
宣
伝
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
「
ま
だ
ま
だ
駄
目
だ
と
お
叱
り
を
受
け
て

い
ま
す
。
鉾
田
の
取
り
組
み
は
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
。
こ

こ
長
野
で
も
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ

さ
い
」
と
鷲
澤
市
長
は
激
励
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

鬼
沢
市
長
は
、
北
関
東
自
動
車
道
が

開
通
す
る
こ
と
に
触
れ
「
長
野
と
鉾
田

は
近
く
な
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
苺

狩
り
や
メ
ロ
ン
狩
り
海
水
浴
な
ど
を
通

し
て
交
流
が
で
き
れ
ば
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

■
長
野
は
お
得
意
先
の
第
３
位

　

鉾
田
の
農
産
物
の
消
費
地
は
、
第
1
位
が
東
京
、
第
2
位

が
大
阪
。
そ
し
て
、
第
3
位
が
長
野
で
す
。
長
野
は
地
理
的

に
日
本
の
中
心
で
あ
り
、
販
売
ル
ー
ト
も
長
野
を
通
し
て
、

北
陸
、
信
越
、
東
海
、
近
畿
地
方
ま
で
流
れ
る
日
本
有
数
の

中
継
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
長
野
で
の
消
費

拡
大
は
、
流
通
ル
ー
ト
の
拡
大
を
図
る
意
味
で
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
、
大
阪
な
ど
都
市
部
で
の
宣
伝
広
告
費
に
比

べ
、
長
野
で
は
、
約
１
０
０
分
の
１
と
、
少
な
い
経
費
で
日

本
海
側
か
ら
近
畿
地
方
ま
で
、
よ
り
Ｐ
Ｒ
効
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
長
野
で
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に
生
出
演

次
に
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
が
向
か
っ
た
先

は
、
長
野
全
域
に
テ

レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
を
放

送
し
て
い
る
信
越
放

送
。
生
活
情
報
テ
レ

ビ
番
組
「
3
時
は
！

ら
ら
ら
」
や
ラ
ジ
オ

に
生
出
演
し
、
直
接
、

長
野
県
民
に
鉾
田
の

苺
や
加
工
品
な
ど
の

購
入
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

放
送
中
に
呼
び
か

け
た
視
聴
者
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
苺
小
箱
2

パ
ッ
ク
入
り
10
名
様
）

で
は
、
す
ぐ
に
約

１
０
０
通
に
も
の
ぼ

る
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
が
届
き
、
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
テ
レ
ビ
で
鉾
田
特
集
を
放
送

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
到
着
す
る
前
の
週
の
1
月
27
日
に
は
、

同
じ
番
組
「
3
時
は
！
ら
ら
ら
」
の
中
で
、
番
組
の
メ
イ
ン

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
宮
入
千
洋
さ
ん
が
鉾
田
市
を
訪
れ
、
旅
日

記
風
に
ま
と
め
ら
れ
た
内
容
が
放
送（
15
分
間
）さ
れ
ま
し
た
。

　

撮
影
は
、
番
組
ス
タ
ッ
フ
3
名
で
1
月
中
旬
に
２
日
間
行

わ
れ
、
大
竹
海
岸
、
苺
狩
り
、
Ｊ
Ａ
直
売
所
、
市
役
所
、
農

家
宅
、
涸
沼
、
い
こ
い
の
村
涸
沼
な
ど
を
訪
ね
、
実
際
に
食

べ
ら
れ
て
い
る
鉾
田
な
ら
で
は
の
食
事
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
（
上
段
写
真
）。
取
材
ス
タ
ッ
フ
は
「
鉾
田
は
海
や
湖

が
あ
り
、
温
か
く
て
、
食
べ
物
も
美
味
し
い
。
鉾
田
に
住
み

た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
う
ま
か
っ
ぺ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

　

ま
た
、
1
月
21
日
か
ら
2
月
17
日

に
か
け
て
鉾
田
の
地
名
と
イ
メ
ー
ジ

を
記
憶
し
て
も
ら
い
、
旬
の
苺
の
消

費
拡
大
を
図
ろ
う
と
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
で
、
鉾
田
市
の
イ
メ
ー
ジ
Ｃ
Ｍ
、

鉾
田
産
苺
の
Ｃ
Ｍ
合
計
90
本
が
放
送

さ
れ
ま
し
た
。

　

苺
の
Ｃ
Ｍ
で
は
、「
う
ま
か
っ
ぺ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
銘
打
っ
た

応
募
ハ
ガ
キ

を
配
り
、
抽
選
で
１
０
０
名
に
鉾
田
特
選
ス
イ
ー
ツ
（
苺
・

メ
ロ
ン
・
サ
ツ
マ
イ
モ
の
羊
か
ん
セ
ッ
ト
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

と
い
う
も
の
。
長
野
県
内
全
域
56
店
舗
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
試
食
販
売
会

　

最
後
に
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
は
、

試
食
販
売

会
を
2
店
舗
で
行
い

ま
し
た
。

　

買
い
物
客
た
ち
は
、
大
き
な
苺
を
無
料
で
試
食
で
き
る
と

あ
っ
て
、
特
設
の
陳
列
台
に
殺
到
。「
甘
ぁ
〜
い
」、『
美
味

し
い
、
大
き
い
」
な
ど
の
声
が
上
が
り
、
中
に
は
、「
テ
レ

ビ
見
ま
し
た
よ
！
」「
私
、
鉾
田
出
身
な
ん
で
す
。」
な
ど
と

声
を
か
け
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
試
食
販
売
会
は
店

の
在
庫
が
な
く
な
る
ほ
ど
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

鉾
田
の
挑
戦
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
鉾
田
そ
の

も
の
が
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
、
今
よ
り
さ
ら
に
鉾
田
市
全
体
が

活
気
に
満
ち
た
ま
ち
と
な
る
た
め
に
・
・
・
。

　

市
で
は
、
鉾
田
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
協
議

会
を
設
立
し
、
鉾
田
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
鉾
田
産
農
産

物
の
他
産
地
と
の
差
別
化
や
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
1
月
21
日

か
ら
2
月
17
日
ま
で
長
野
県
で
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

（信越放送で放送された鉾田市の紹介）

鉾
田
の
魅
力
を
発
信
！

県
内
消
費
者
へ
苺
Ｐ
Ｒ
！

　

市
産
地
ブ
ラ
ン
ド

ア
ッ
プ
振
興
協
議

会
、
市
農
業
振
興
協

議
会
、市
内
Ｊ
Ａ
が
、

県
庁
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸

放
送
局
な
ど
を
訪
問

し
苺
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

2/8  橋本知事も鉾田の苺を絶賛

2/2  茨城放送生出演

2/8  NHK 水戸放送局訪問

2/8  茨城新聞社訪問

テレビ番組「３時は！ららら」生出演

ラジオ生出演

鷲澤正一　長野市長

小売店での試食販売会
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　2月2日、愛媛県の大三島出身の歴史アイドル美
み

甘
か

子
こ

さんが、主石神社を訪れ

ました。美甘子さんは、歴史好きなタレント（通称：歴ドル）として活躍中で、

一番好きな人物が坂本龍馬。当日も龍馬と同じ衣装を着て参拝に現れました。

大三島には大
おおやまずみ

山祇神社という有名な神社があり、同じ神様が主石神社に祭られ

ていると聞いて訪ねて来たとのこと。主石神社の氏子さんたちと御神体の石が

成長するという由来などについて懇談し、「幼い頃、本殿の下まで通じる穴を抜

けて顔を出すと、大きな石（御神体）が床を突き抜けていた」との話しに熱心

に耳を傾けていました。主石

神社の本殿は、市指定有形文

化財に指定され、地域の方た

ちに守られ、毎年１１月３日

にお祭りが行われています。

　立志を迎えた中学２年生。市内の各中学校では、人生の先輩からお話を聞

こうと、講演会などを交えた式典が催されました。旭中では、鹿島アントラー

ズの川島大地選手を講師に迎え「夢をかなえるために」と題した講演があり、

大洋中でも那珂市出身の尺八・琵琶アーティストとして活躍する長須与佳さ

んを講師に迎え「出会うこと、それから」と題して講演がありました。生徒

たちは、真剣な眼差しで講師の話に耳を傾けていました。そして、生徒一人

一人が色紙に書いた夢や座右の銘などを発表しました。

　1月24日、県指定有形文化財「如意輪観世音菩薩坐像」のある汲上の華徳

院汲上観音堂で、第５６回文化財防火デー文化財防火訓練が行われました。

これは、1月26日の文化財防火デーにちなんで行われているもので、文化財

保有者・管理者、地元区長、市文化財保護審議会、鉾田消防署、消防団大洋

支団等が参加し地域住民の文化財愛護思想の高揚を目的に実施されました。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの
話題

立志を迎えて！

みんなで守ろう文化財！

●主
ぬし い し

石神社（大和田地区）に歴史アイドル現る！

　農林水産省が平成19年から市町村別の農業産出

額統計資料を公表しなくなったことを受け、鹿行地

域の5市と４つのＪＡ合同で、橋本知事や関係機関

に対し、公表の再開に向けて国に働きかけを求める

要望書を提出しました。市町村別の農業産出額は市

町村にとって重要な指標であり、特に鉾田市にとっ

ては野菜日本一の信ぴょう性がなくなる恐れがあり

ます。鬼沢市長は「生産者の意欲向上につながる重

要な資料。是非再開を」と訴えました。

■農林水産統計公表再開要望

　1月22日、鉾田市水道事業審議会（米川宗司会長）

から、「水道料金の改定」について答申が出されま

した。水道料金は町村合併時の協議で段階的に調整

し、統一されることになっています。今回の答申で

は、市水道事業の料金収入が伸び悩み、厳しい経営

状況であることから安全で安心な水道水を安定的に

供給するために、必要最小限で各区域の水道料金の

改定を行うこととしています。市では答申内容に基

づき、3月の議会定例会に水道料金に係る条例改正

案を提出する予定です。

■水道審議会答申

　第3回鉾田市美術展覧会が、2月17日から21日ま

で鉾田中央公民館で開催され、絵画・書・写真・工

芸美術作品合計148点が展示されました。

【入賞者（敬省略）】

▽市長賞：鬼澤きぬ子 / 福家秋棠 / 黒﨑かつ江 / 初谷利子　

▽教育長賞：山下正和 / 浦田達雄 / 田中進 / 髙橋克朋▽茨城

新聞社賞：清水抱泉 / 大森勲　▽優秀賞：山上たき子 / 前田

幸子 / 白井美泉 / 鬼沢道子 / 柳橋政義 / 額賀功▽奨励賞：津田

かおり（鉾田二高）/ 山崎佳菜（鉾田一高）/ 吉田絵美子（鉾田一高）/ 小

松﨑百恵（鉾田二高）/ 山口侑香（鉾田二高）/ 野口育笑（鉾田一高）/ 大

貫真奈美（鉾田二高）/ 稲木春奈（鉾田北中）

■鉾田市美術展

2月8日、橋本知事に要望書を提出
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　2月14日、市総合公

園体育館で「第4回鉾田

市民ソフトバレーボー

ル大会」（市体育協会

主催）が行われました。

ソフトバレーは、通常

のボールより大きくて

柔らかいものを使用し、

バトミントン用のコー

トで行われるため、レ

クレーションとして年

齢、男女に関係なく全国的に盛んになっています。

　大会は28チーム176名が参加し、男女混合で行われました。レクレーショ

ンといえども、はじまればスポーツ。熱い戦いが繰り広げられました。

【大会結果】

▽1位グループ / 優勝：ＭＡＪＯＲ /準優勝：ハピネスＡ /3位：ハピネスＢ、

ピンキーズＡ▽2位グループ / 優勝：鉾田ＳＶＣＡ / 準優勝：ピンキーズＢ

▽3位グループ / 優勝：リーブスＢ▽4位グループ / 優勝：のんちょら～ず

Ｂ▽5位グループ優勝：しいさあ～ずＡ

■人権・同和
　問題講演会

　2月12日、鉾田中央公民館で、市・県教育委員会共催による人権・同和

問題講演会が開催されました。兵庫県出身で教育サポータの仲島正教氏を

講師に迎え「“あーよかったな　あなたがいて～『優しさ』という温かい貯金～」

と題して行われました。仲島先生は教師生活での実体験をもとに講演され

「人間は温かいつながりによって幸せになれると思っています。あなたが

いて良かったという輪づくり、学校づくり、地域づくりを目指していくこ

とが人権教育につながります」と訴えられました。

■いちご狩り
　体験学習

　いちご狩りをとおして農業に親しみ、いちご栽培の工夫や苦労、そして

農業に対する興味や関心を持ってもらおうと、ＪＡかしまなだ・市産地ブ

ランドアップ振興協議会・市教育委員会主催の「小学生食育推進事業（い

ちご摘み体験学習）」が2月に行われました。市内の希望のあった小学校

１２校３１２名の３・４年生が参加し、美味しいいちごをほお張りました。

いちご狩り体験学習を描いた絵画展も同ＪＡ直売所「ファーマーズマー

ケットなだろう」で開催され、3月22日まで展示されています。

SPORTS
スポーツ少年団サッカー大会

■第13回たいよう紅鳥
杯少年サッカー大会
　1月31日、大洋運動

場で「第13回たいよう

紅鳥杯少年サッカー大

会」が開催され、鹿行

5市から12チームが参

加して熱戦が繰り広げ

られました。

【大会結果】

▽優勝：日の出（潮来）

▽準優勝：ＦＣドルフィン （鉾田）▽３位：鉾田ＳＳＳ（鉾田）／要（行方市）

■鹿行北部リーグ
　鉾田市と行方市のサッカーチームが高学年と低学年の部に分かれて年４

回試合が行われる鹿行北部リーグ。2009年度の総合順位が決定しました。

【大会結果】

高学年の部▽優勝：津澄（行方）▽準優勝：鉾田 S（鉾田）▽3位：青柳（鉾田）

低学年の部▽優勝：青柳A（鉾田）▽準優勝：津澄（行方）▽3位：ＦＣドルフィン（鉾田）

「第４回鉾田市民ソフトバレーボール大会」

　市民一人ひとりに人権について正しく理解し、人権尊重の意識を高めて

もらおうと、鉾田市人権啓発ポスターコンクール（市教委主催）が行われ、

市内の小中学生から応募があった115点が2月24日から28日まで鉾田中央

公民館に展示されました。応募作品の中から、下記の方々が優秀賞に選ば

れました。

【県入賞者（敬称略）】▽優秀賞：鎌田悠那（徳宿小3年）　▽佳作：大槻舞織（白鳥西小2年）

【市入賞者（敬称略）】▽優秀賞：田口紀香（旭北小3年）/ 森谷有紗（旭北小5年）/ 石川奈々

（旭西小4年）/ 新堀綾子（大和田小2年）富田沙羅（当間小6年）/ 松本愛理（徳宿小3年）

/ 平賀陽之（鉾田小2年）柏麻奈美（鉾田小5年）/ 宮内萌衣（新宮小3年）/ 宮内秀斗（新

宮小6年）/ 川田若奈（青柳小2年）/ 鬼沢美結子（青柳小3年）/ 小野寺美貴（白鳥東小5

年）/ 小島萌（白鳥西小6年）/ 稲木美佳（旭中3年）/ 長峰里佳（鉾田南中1年）/ 山口菜々

江（鉾田南中2年）/ 稲木春奈（鉾田北中3年）

■ＮＨＫ
　のど自慢
　観覧者抽選会

■人権啓発
　ポスター展

　3月14日に市総合公園体育館で開催されるＮＨＫのど自慢の観覧者の抽

選会が、2月18日、市役所で行われました。寄せられたハガキは4,900通

超（市内：約2,200、市外（県内）約2,500、県外約200）。抽選は、ＮＨＫ

職員からの説明の後、鬼沢市長立会いのもとで進められ543枚のハガキが

当選となりました（一枚のハガキで2人まで観覧可能）。

　また、出場希望の応募は、1,060通寄せられており、このうち250組が

13日の予選会に出場します（出場者の決定はＮＨＫ）。

　いよいよＮＨＫのど自慢が近づいてきました。市民皆さんで応援しま

しょう！

■ＮＨＫのど自慢（本選）
　3月14日（日）開場11時   開演11時45分～（テレビ放映は12時15分～）

講演は、手話通訳や文字映像も交えて行われました

県優秀賞受賞作品
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問　県警察本部警務部警務課　採用フリーダイヤル
☎ 0120-314058

茨城県警察官募集（第１回）

受付期間2/24（水）～ 4/14（水）
受験資格　Ｓ56.4.2以降生まれの大卒者（Ｈ　
　　　　　23.3.31卒業見込み含む）
＊この他に身体基準があります。詳しくはお問
　合せ下さい。　
1次試験　5/9（日）教養、論文

募集締切4/2（金）
申込資格　電話、インターネット等の電気通信
　　　　　サービスに関心のある20歳以上の
　　　　　方で、アンケート調査（年2回・全
　　　　　員）・会議出席（年1回・別途）が
　　　　　可能な方（謝礼有）
期間　6/1から10か月間　
＊詳しくはお問い合わせ下さい。

問　総務省関東総合通信局　電気通信事業課☎ 03-6238-1676

総務省電気通信サービスモニター募集

問　市役所企画課☎ 33-2111（内線 1302）

アントラーズ観戦ペアチケットプ
レゼント

申込締切3/31（水）
※①及び②の試合は3/17（水）締切

対戦カード
①3/24（水）ﾍﾟﾙﾟｼﾌﾟﾗ・ｼﾞｬﾔﾌﾟﾗ（ACL）
②3/27（土）ﾓﾝﾃﾃﾞｨｵ山形③4/18（日）ｻﾝﾌﾚｯﾁｪ広島
④4/28（水）全北現代ﾓｰﾀｰｽ（ACL）
⑤5/1（土）ｶﾞﾝﾊﾞ大阪
⑥7/14（水）湘南ﾍﾞﾙﾏｰﾚ⑦7/17（土）川崎ﾌﾛﾝﾀｰﾚ
⑧7/27（火）ｱﾙﾋﾞﾚｯｸｽ新潟⑨7/31（土）ｳﾞｨｯｾﾙ神戸
⑩8/14（土）FC 東京⑪8/21（土）ｾﾚｯｿ大阪
⑫9/1（水）川崎ﾌﾛﾝﾀｰﾚ（ﾅﾋﾞｽｺｶｯﾌﾟ）
応募資格　鉾田市在住の方
応募方法　ハガキに下記事項明記
　　　　　①住所②氏名③電話番号③観戦希望試合
応募先　〒311-1592
　　　　鉾田市鉾田1444-1
　　　　鉾田市役所企画課サッカー観戦係
プレゼント：各試合１組（2名）様
■応募は1人1通のみ
■希望観戦試合は、1試合のみ記載
■観戦に係る交通費は当選者負担
　 当選は、抽選により決定し、チケットの発送
をもって発表にかえさせていただきます。

申込期間4/1（木）～ 14（水）
受験資格　①Ｓ56.4.2 ～Ｈ元年4.1生まれの者
　　　　　②Ｈ元年4.2以降生まれの大卒者（Ｈ
　　　　　　23.3卒業見込み含む）
申込書提出先　希望する第１次試験地を所轄す
　　　　　　　る国税局又は国税事務所
＊申込書は最寄りの税務署でも配布しています
１次試験　6/13（日）
試験地　高崎市、さいたま市、新潟市、松本市ほか

問　関東信越国税局人事第二課試験係　
☎ 048-600-3111（内線 2095・2097）

国税専門官募集

　鉾田市介護保険課では、介護支援専門員（ケ
アマネージャー）を１年以上経験された方を募
集しています。詳細については、鉾田市介護保
険課（鉾田保健センター内）までご連絡下さい。

鉾田市嘱託職員の募集について
問　市役所介護保険課☎ 34-0011

問　鉾田市シルバー人材センター☎ 32-4448

鉾田市シルバー人材センター入会案内

問　茨城労働局総務課☎ 029-224-6211

労働基準監督官募集

受付期間4/1（木）～ 14（水）
受験資格　① S56.4.2 ～ H元年4.1生まれの者
　　　　　②  H 元年4.2以降生まれの大卒者

（H23.3卒業見込み含む）
１次試験　6/13（日）　
＊詳しくはお問合わせ下さい。

■職員手当の状況
区分 ６月 12月 計

期末・勤勉手当 1.95月分 2.2月分 4.15月分
　※職務の級に応じて5％から15％の加算措置あり

鉾
田
市職員の給与公表
■平成21年度の職員給与（普通会計予算） （単位：千円）

職員数
給与費 一人当たり

給与費給料 職員手当 期末勤勉手当 計
371人 1,424,858 154,663 581,680 2,161,201 5,825

　※企業会計、特別会計予算を除く

■職員の初任給（平成21年４月１日現在） （単位：円）

区分
鉾田市 国

初任給 ２年後 初任給 ２年後

一般行政職
大学卒 173,900 185,800 172,200 185,800
高校卒 145,900 155,700 140,100 149,800

教育職 大学卒 173,900 185,800 － －

■職員の平均給与額（平成21年４月１日現在） （単位：歳・円）
区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 41.1 315,313
技能労務職 51.7 331,384
教育職 43.9 313,425

　※給料…基本給

■職員数（各年４月１日現在） （単位：人）
区分 H16 H17 H18 H19 H20 H21

一般行政部門 342 324 313 305 286 286
特別行政部門（教育） 123 115 106 95 94 85
公営企業部門 46 49 51 49 56 52
合計 511 488 470 449 436 423

問　市役所　総務課　人事係　☎33-2111（内線）1222

区分 支給月額

扶養手当
配偶者 13,000　
配偶者以外 6,500　

　※配偶者がない場合の１人目の額は、11,000円
　※満15歳から22歳の子の場合は、5,000円の加算措置あり

区分 支給月額
通勤手当 交通機関利用者 運賃相当額を支給、ただし55,000円を限度

自動車等利用者 距離区分に応じ、2,200円～ 34,000円を支給
　※片道２㎞未満は無支給

 （単位：円）
区分 支給月額

住居手当
借家の場合の支給限度額 27,000　
持家の場合の支給額（H21.12以降廃止） 2,500　

区分 最高限度額 勤続20年 勤続25年 勤続35年

退職手当
自己都合 59.28月分 23.50月分 33.50月分 47.50月分
勧奨・定年 59.28月分 30.55月分 41.34月分 59.28月分

■一般行政職の級別職員数（平成21年４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級　

標準的な
職務内容 主事 主事 係長

主幹
課長補佐
主査

課長
出先機関
　　の長
副参事

課長
出先機関
　　の長

部長
参事

職員数（人） 38 34 131 73 27 8 11
構成比（％） 11.8 10.6 40.7 22.7 8.4 2.5 3.4

入会資格　・健康で働く意欲のある鉾田市在住
　　　　　　の60歳以上の方で入会説明会に
　　　　　　参加した方
仕事内容　・屋内外の一般作業（除草・公園清
　　　　　　掃など）
　　　　　・技術を必要とする分野（植木手入
　　　　　　れ・襖、障子、網戸張替など）
　　　　　・管理分野（施設、駐車場管理など）
　　　　　・サービス分野（家事援助など）
報酬　　　仕事をした時間や内容等に応じた
                     「配分金」を支払います。
保険制度　団体傷害保険・賠償責任保険に加入
会費　　　年会費2,500円（互助会費500円を含む）
入会説明会　
　事前に窓口又は電話でお申し込み下さい。
日程　4/14（水）5/17（月）6/15（火）7/14（水）
　　　8/11（水）9/13（月）10/13（水）11/16（火）
　　　12/13（月）1/18（火）2/14（月）3/14（月）
　　　※時間は、いずれも13：30から
場所　鉾田市シルバー人材センター
　　　　　　　　　　　（鉾田市当間1989）

　あなたのお店の広告を「広報ほこた」に掲載
してみませんか。詳しくは秘書室までお問い合
わせ下さい。
広告の大きさ等　１枠　縦45㎜・横112㎜
　　　　　　　　２枠　縦45㎜・横227㎜
　　　　　　　　色　４色（カラー）
掲載ページ　表紙及び裏表紙を除いたページの
　　　　　　最下段
掲載料　１枠　13,000円
　　　　２枠　26,000円
申込期限　掲載を希望する発行月の前々月の　
　　　　　20日まで
　　　（例）5月号を希望する場合は3/20まで
掲載順　受付順に掲載します

４月号から広告欄新設　
有料広告募集中
問　市役所総務課秘書室広報広聴係☎ 33-2111（内線 1212）
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平成21年分において申告が必要な方
・平成19年分の課税売上高が1千万円を超える事
　業者
・平成19年分の課税売上高が1千万円以下の事業
　者で、H20.12末までに「消費税課税事業者選
　択届出書」を提出している事業者
納付期限・振替納付日
・納付書又は電子納税による納付期限　3/31（水）
・振替納税利用の場合の振替納付日　　4/27（火）
　詳しくは、国税庁ホームページをご覧いただ
くか、お問合せ下さい。　

消費税・地方消費税（個人事業者）の確
定申告と納税は正しくお早めに！
問　潮来税務署☎0299-66-6931（自動音声案内に従ってください）

日時　3/7（日）13:00 ～ 15:30
場所　フェリヴェールサンシャイン（水戸市白梅）
対象者　福祉の職場に就職を希望する方
内容　求職登録・求人情報提供コーナー、就職
　　　面接コーナー
持ち物　履歴書

福祉の就職総合フェア　
就職面接会（申込不要・無料）
問　県社会福祉協議会県福祉人材センター☎ 029-244-4544

問　市役所農業委員会☎ 33－ 2111（内線 1251・1252）

農業委員会からお知らせ

相談日　3/9（火）
　　　　大洋総合支所　9:00 ～ 12:00
　　　　旭総合支所　　13:00 ～ 16:00
内容　農業委員会に関する各種申請書の受付と
　　　審査

縦覧
　納税者の皆様が自己の固定資産（土地・家屋）
と、他者の固定資産（土地・家屋）の評価額と
の比較を通じて、自己の固定資産評価の適正を
確認いただく制度です。
期間　4/1（木）～ 5/31（月）
　　　※土日祝日の閉庁日を除く
場所　市役所税務課・各総合支所窓口グループ
対象者　市内に土地・家屋の固定資産を有する
　　　　納税者（同居の親族・納税管理人等代
　　　　理権を有する方を含む）
○対象者であることを特定できる運転免許証等
　をご持参願います
○ 上記期間中は無料となります（ただし記載　
事項証明書は有料となります）

閲覧
　納税義務者等の方や借地・借家人等が関係す
る固定資産（土地・家屋）について、評価額等
を確認いただく制度で、縦覧期間中の閲覧は無
料となります。詳しくは市役所税務課までお問
合せください。

問　市役所税務課　☎ 33-2111（内線 1181・1182）

固定資産課税台帳の縦覧・閲覧について

申込締切3/15（月）
募集戸数　3戸（鉾田市串挽1311番地）
　　　　　5310号、5512号、5523号
申込書の配布先　市役所都市建設課
　　　　　　　　旭市民センター（管理Ｇ）
　　　　　　　　大洋市民センター（管理Ｇ）
抽選会　3/26（金）10:00から
会場　　鉾田市役所2階大会議室
＊入居資格がありますので、申込する方はお問
　　合せ下さい。　

問　市役所都市建設課☎ 33-2111（内線 1274）

市営住宅（スカイタウン）入居者募集

　無料で、就職相談及び職業紹介を行っており
ます。登録いただきますと年４回求人情報を送
付いたします。現在未就業の方及び定年退職予
定の看護職の方、将来就職を希望される方は、
ご連絡のうえ、是非ナースバンクに登録いただ
きますようお願いいたします。

未就業ならびに退職予定看護職の
みなさんナースバンクに登録を
問　社団法人茨城県看護協会・茨城県ナースセンター☎029-221-7021

　就職および生活に悩む母子家庭を支援するた
めの相談窓口です。求人情報の提供や様々な問
題解決に向けて支援しますので、お気軽にご相
談下さい。
相談受付　月～金　9:00 ～ 17:00（祝日除く）

問　 県鹿行県民センター県民福祉課地域福祉グループ
☎ 0291-33-6264

児童扶養手当を受給しているお母さ
んの就労相談

invite募集します

日時　3/4（木）10:00 ～ 15:00
場所　旭地区学習等供用施設
内容　いじめ、体罰、女性、外国人などの差別
　　　問題、家庭内の問題、金銭貸借、借地借
　　　家、近隣間のもめごと等　

問　旭市民センター☎ 37-4346

特設人権相談所開設

　鉾田市では、循環型社会の実現に向けてごみ
の分別・再利用、生ごみの堆肥化を推進してい
ます。また、し尿や浄化槽汚泥についても処理
した後、発酵堆肥化に取り組んでいます。それ
に伴い、汚泥再生処理センター「エコパーク鉾
田」で生産している肥料（ほこたおでい１号）を、
市民の皆様に配付しておりますが肥料が大変好
評で配布期間がかかる為、４月１日申し込み分
から数量の変更をさせていただきます。

ほこたおでい１号　配付数変更
問　市役所生活環境課☎ 33-2111（内線 1132）

所得税の申告・納付期限3/15（月）
　1月1日から12月31日までの1年間に生じたす
べての所得の金額とそれに対する所得税の額を
計算し、申告期限までに確定申告書を提出して、
源泉徴収された税金や予定納税で納めた税金な
どとの過不足を清算する手続きです。
　詳しくは、国税庁ホームページをご覧いただ
くか、お問合せ下さい。

所得税の確定申告書は自分で作成しお早
めに！
問　潮来税務署☎0299-66-6931（自動音声案内に従ってください）

日時　4/2（金）～6/4（金）までの毎週金曜（全10回）
　　　19:30 ～ 21:30
場所　鉾田総合公園体育館
対象者　鉾田市在住の方
　　　　（中学生以下は、保護者同伴で）
持ち物　ラケット、体育館シューズ
　　　　※ラケットのない方は、貸し出します。
主催　鉾田市体育協会・鉾田市教育委員会
指導者　鉾田市卓球連盟　

問　鉾田市卓球連盟　代表：土子　☎ 32-2506

鉾田市卓球教室（申込不要）

問　社団法人　茨城県不動産鑑定士協会☎ 029-246-1222

不動産鑑定士による不動産無料相
談会（申込不要）

　不動産鑑定士が、不動産の価格などの相談に
無料でお応えします。
日時　○4/1（木）9:30 ～ 12:00
　　　　水戸市役所
　　　○4/5（月）10:00 ～ 12:00
　　　　日立シビックセンター　　　

　携帯電話へ県内の犯罪情報や防犯対策情報、
交通事故の発生状況や速報等、地域や生活に密
着した情報をメールで配信しています。
登録　無料（※通信料は利用者負担）
登録方法　 下記の登録用メールアドレスあてに

空メール（件名、内容が空のメール）
を送信する。折り返し登録案内のメー
ルが返信されますので案内に従い登録
して下さい。

アドレス　add@mail1.police.pref.ibaraki.jp

バーコードリーダー機能付きの携帯電話の場
合、下の登録用「QR コード」を読み取れば、
より簡単にアクセスできます。 

問　県警察本部安全安心まちづくり推進室☎ 029-301-0110

ひばりくん防犯メール

登録用ＱＲコード

受付期間・提出先
　建設工事・コンサルタント業務
　　　3/3（水）～ 3/10（水）県土木部監理課
　物品役務・小規模工事
　　　3/8（月）～ 3/16（火）市役所財政課
　　　※いずれも土・日を除く

有効期限　H22.6.1 ～ H23.5.31

詳しくはホームページをご覧下さい
　・建設工事・コンサルタント業務について
　　　県土木部監理課建設業担当ホームページ
　
　・物品役務・小規模工事について
　　　鉾田市ホームページ（入札・契約情報）

鉾田市入札参加資格申請の受付
（追加）について
問　市役所財政課☎ 33－ 2111（内線 1231）

新 旧

一世帯　20袋まで／ 1回当り 一世帯　30袋まで／ 1回当り
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小学校新入学児童に祝金をお贈りします第４回福祉まつり
問　鉾田市社会福祉協議会本所☎ 32-5831

狂犬病予防注射済票のデザインが
変わります

市の花　ヒマワリ 市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス
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健康カレンダー （3/３～4/３まで掲載）

旭保健センター ☎37－1411
鉾田保健センター ☎33－3691
大洋保健センター ☎39－4866

問

市立図書館休館日　3月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

休館日

問　市役所産業経済課☎ 33－ 2111（内線 1167）

旭地区 鉾田地区 大洋地区
時間 9：00～12：00
粗悪品 3/17（水） 3/16（火）
※ 3/16（火）鉾田・大洋地区の粗悪品は、
　ＪＡかしまなだ中央野菜選荷場で行います。

農業使用済みプラスチックなどの収集日程

毎月開催しています！
市民と市長の朝市トーク

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

とき　4/5（月）大洋総合支所　　
　　　5/10（月）旭総合支所
※時間はいずれも８：15～９：15

一般相談（13：00～15：00）
２日前までに予約

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

　鉾田本所　☎32－5831
　旭支所　　☎37－3571
　大洋支所　☎34－5200

問

心配ごと相談
旭 鉾田 大洋

3月 11（木）
社協本所

25（木）
大洋公民館

4月 8（木）
社協旭支所

22（木）
鉾田中央公民館

行政相談

市役所総務課秘書室☎33－2111
（内線1211）

問

3/10（水）17：00～19：00
　　　　鉾田中央公民館

＊3月から開催時間が変わります

つくば（９：00～21：00） ☎029－852－9999
大　阪（24時間対応）　　 ☎072－727－2499
日本中毒情報センター http://www.j-poison-ic.or.jp/

中毒110番

毎日（20：00～23：00） ☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998－２鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

毎日（18：30～23：30）
日曜日・祝日・年末年始（9：00 ～ 17：00）
☎029－254－9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

電話案内（24時間対応） ☎029－241－4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110
鉾田消防署 ☎34－0119
旭 出 張 所 ☎34－4119
大洋出張所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110
火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は

防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

納税カレンダー
国民健康保険税 9期

納期限
３/31
（水）

献血にご協力ください
3/12
（金） 10：00～16：00 ジョイフル山新鉾田店

精神保健事業
事業名 場所（時間） 3月

デイケア 鉾田
（９：30～11：30） 5・12・19・26（金）

フリークラブ

旭
（９：30～11：30） 17（水）

鉾田
（９：30～11：30） 3・10・24（水）

大洋
（９：30～15：00） 8・15（月）

事業名 場所（項目） 3月

乳児健診 鉾田 17（水）
（H21．11生）

育児相談
鉾田 17（水）
大洋 9（火）

幼児健康
診査

鉾田

１歳半健診 18（木）
（Ｈ20．8生）

２歳児歯科健診 5（金）
（H19．8生）

３歳児健診 16（火）
（H18．11生）

大洋 １歳半健診 3/9（火）
（H20．6～8生）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 3・10・24（水）
鉾田 4・11・25（木）
大洋 5・12・19・4/2（金）

休日診療
電話番号 3月

北浦整形外科 33-2136 7
ハタミ病院 33-3158 14・28
鉾田病院 32-3313 21
高須病院 33-2131 22

2月1日、旭総合支所で行われた朝市トー
クでは、北浦の水質や小学校の統廃合が
話題になりました。

　狂犬病予防注射を受けた際に交付される注射
済票が、従来の長方形からハート型へ変更にな
ります。サイズも小さく、より軽くなりました
ので、小型犬の首輪にもつけられるようになっ
ています。
　鑑札と注射済票は飼い犬への装着が義務付け
られています。飼い犬が迷子になった時には、
すぐに飼い主の方へ連絡が出来るように、必ず
装着しておいてください。
新しいデザインの注射済票の交付
　3/2（火）以降に注射を受けた犬から交付

問　市役所生活環境課☎ 33-2111（内線 1134） 日時　3/6（土）9:30 ～ 15:00
場所　大洋公民館
内容　（ステージ広場）
　　　大洋中学校吹奏学部、大洋保育園など
　　　（おいしい広場）
　　　ポップコーン、とん汁、焼きそばなど
　　　（ステージ広場）
　　　のぞみ・スマイルコンサート
　　　歌謡コンサート【多岐川　舞子】

変更前　　　　　　　変更後

問　鉾田市社会福祉協議会本所☎ 32-5831　旭支所☎ 37-3571
　　大洋支所☎ 34-5200

　申請期間　2/25（木）～ 3/15（月）
　市社会福祉協議会では、母子・父子家庭及び
両親のいない世帯で経済的理由により、小学校
新入学の準備に要する費用が困難である保護者
または養育者に対して、学用品購入経費の一部
について援助を行います。
対象者　①市内在住の母子・父子家庭児童の保
　　　　　護者
　　　　②市内在住の両親のいない児童の養育者
　　　　※H22.2.1現在
申請方法　所定の申請書に必要事項を記入のう
　　　　　え申込
祝金の額　小学校新入学児童1人につき、5,000円
受取場所　決定通知受け取り後、申請場所に来
　　　　　所※印鑑をご持参願います。
その他　申請書は、市内幼稚園、保育園（所）
　　　　に配布しておりますのでご確認くださ
　　　　い。


